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WorldSID 50th maleの改善点 
• 頭部、胸部、腹部の生体忠実度(構造、力学応答)が向上している*。 

• 腹部の計測器を荷重計から変位計に変更することで、傷害リスクの予
測精度が向上している。 
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＊ISO TR9790 (側面衝突条件にて実施されたPMHS試験結果に基づいて

50th Percentile Male側突ダミーの推奨特性を定義したTechnical Report) 



WorldSID 50th maleの導入動向 
• WorldSID 50th maleは、1998年より約15年かけて日米欧共同で
生体忠実度を向上させることを目的に開発された統一ダミーである。 

• GTR14ポール側面衝突、UN R135ポール側面衝突で採用されており
、各国法規に導入される。 

• EuroNCAPを頭出しとして各国NCAPでも採用拡大の動きがある。 
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